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The objective of this paper is the realization of the structural features of Arched Reciprocal Frame         
Structures. The present paper handles the issue of joint rigid using Arched Reciprocal Frame              
Structures with influence of notch. And perform destructive experiments and analyze to confirm  
the impact. 






















Fig. 1 Reciprocal Frame 構造 
 
 
２． Reciprocal Frame 構造とは 
（１）Reciprocal Frame 構造の種類 
a) 放射状 Reciprocal Frame 構造 
放射状 Reciprocal Frame 構造は，部材の本数や長さな
どを増やすことで、形状が放射方向と高さ方向に変化
し，円型の形状が広がっていく．このことから，本論文
ではこのような Reciprocal Frame 構造を放射状 Reciprocal 
Frame 構造と定義した(Fig. 2)． 
 
 
Fig. 2 放射状 Reciprocal Frame 構造 
 
b) アーチ状 Reciprocal Frame 構造 
アーチ状 Reciprocal Frame 構造は、部材の本数や長さなど
を増やすことで，スパン・ライズの 2 次元的な数値が変
化し，アーチ型の形状が広がっていく．このことから，本
論文ではこのような Reciprocal Frame 構造をアーチ状
Reciprocal Frame 構造と定義した(Fig. 3)． 本論文ではこ
ちらをメインに解析等を行っていく. 
 
 Fig. 3 アーチ状 Reciprocal Frame 構造 
 
 （２）アーチ状 Reciprocal Frame 構造の形状の特性 
 アーチ状 Reciprocal Frame 構造の接合部に切欠きを
することによる形状とパラメータとの関係を述べる． 
切欠き部は Fig.4 のように設定し、部材本数 2 本，交






Fig.5 および Fig.6 に部材長 600mm と 900mm のとき
のスパンの推移を示す．部材断面が小さいほど，切欠い
た際のスパンの変化量は少なくなる．また部材本数を 2
本交点比 0.5 とした場合，スパンは部材長のおよそ 1.5
倍に近付いていく。 
 
Fig.5 スパン推移(部材長 600mm) 
 
Fig.6  スパン推移(部材長 900ｍｍ) 








Fig.7  ライズ推移(部材長 600mm) 
 
Fig.8  ライズ推移(部材長 900mm) 
 
３． アーチ状 Reciprocal Frame 構造の破壊実験 
（１）実験概要 
Fig. 9 に破壊実験で使用した載荷装置を示す． 
 
 






Table.1  材料諸元 
部材長(L) 梁せい(h) 幅(b) 切欠き深さ
(h’) 
 
600mm 15mm 15mm 0，5，7.5mm 
27mm 27mm 0，9，13.5mm 
 
900mm 15mm 15mm 0，5，7.5mm 














Fig.10 部材断面 15 角荷重-変位曲線(部材長 600mm)  
 
Fig.11 部材断面 15 角荷重-変位曲線(部材長 900mm) 
 
Fig.12 部材断面 27 角荷重-変位曲線(部材長 600mm) 
 
Fig.13 部材断面 27 角荷重-変位曲線(部材長 900mm) 
 
































部材断面： 15mm×15mm，27mm×27mm  




を Table3，4 に示す． 
 
Table3 部材断面 15 角-回転ばね剛性値 
部材長 切欠き比 回転ばね剛性 角度 
 
600mm 
0 3710.3 mm/rad 5.71゜ 
1/3 12746.7 mm/rad 3.81゜ 
1/2 17079.4 mm/rad 2.86゜ 
 
900mm 
0 7606.2 mm/rad 3.81゜ 
1/3 17355.9 mm/rad 2.54゜ 
1/2 21463.2 mm/rad 1.91゜ 
 
Table4 部材断面 27 角-回転ばね剛性値 
部材長 切欠き比 回転ばね剛性 角度 
 
600mm 
0 3521.6 mm/rad 10.2゜ 
1/3 12325.5 mm/rad 6.84゜ 
1/2 16626.8 mm/rad 5.14゜ 
 
900mm 
0 7219.3mm/rad 6.84゜ 
1/3 16639.0 mm/rad 4.57゜ 





















(部材断面 15 角-部材長 900mm-切欠き比 1/2)では，主部
材からの曲げモーメントが伝達されており，回転ばね剛















































































回転剛性は約 1.7 倍高くなる．また切欠き比を 1/2 とした



























6)中出慧：アーチ状 Reciprocal Frame 構造の断面と形状の
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